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 ７月１１日（金）には、郷ケ丘小学校で理科実験講座が、また、７月１５日（火）には、泉北小学校

で算数・数学科授業研究会が行われました。理科の探究的な楽しさ、数学的に思考する楽しさを感じる

ことができた研修になりました。以下は、それぞれの研修感想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８月４日（月）に義務教育課か

ら「令和７年度授業改善グラン

ドデザイン」が示されました。 

 今年も昨年度に引き続き、「教

師が『話す』授業から、教師が『み

る』『きく』『つなぐ』授業へ」が、

授業改善の視点として挙げられ

ています。 

 また、児童質問紙「自分の考え

を発表する機会では、自分の考

えがうまく伝わるよう、資料や

文章、話の組立てなどを工夫し

て発表した」の項目と学力にお

いて相関が見られました。 

 これらのことから、教師が一

方的に説明をすることよりも、

児童生徒が試行錯誤しながらよ

り適切な表現へと高める機会を

多く設定していくことが、児童生徒の学力を高めることがつながるのではないでしょうか。 

 ぜひ、児童生徒が試行錯誤しながらアウトプット（言葉で、文字で、図や表で）す

る機会を多くしていきましょう。 

 

【義務教育課ホームページより「授業改善グランドデザイン」】 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/702877.pdf 

イノベーション人材育成推進教員活用事業 

【理科】 

・身近な物や安価なもので、本日のような楽しい理科の実験が進められるとは思わな

かった。どの実験も新鮮でとても楽しかった。教師が楽しんで理科の実験の準備や授

業を行えば、児童も理科が好きになるのだろうなと感じた。 

・今後の理科の授業に大いに役に立つ内容ばかりで、指導者が今まで苦労していたこ

とがクリアされた。例を挙げるなら、デンプンのヨウ素液反応。ジップロックを使用

したもので、後片付けや準備において短時間でできる目からうろこの内容だった。こ

れなら授業で実践できると思った。 

 
【算数】 

・目を合わせる、子どもの考えを視覚化する、子どもの悩みを共有し全体に広めるな

ど、あらゆる点から子どもの目線に合わせていることがよく伝わりました。こういっ

た姿勢を教師が見せることで、子どもたちは安心して学校に向かうことができるのだ

と思いました。 

・中学校数学教員の立場で授業参観をした。丁寧に問題文を読み取ったり、児童一人

一人に見通しをもたせたりしながら課題解決にせまらせようとする授業者のきめ細

かさや、机間巡視で見取ろうとする姿勢が印象的だった。 

授業改善グランドデザイン 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/702877.pdf

